
 

 

 

 

    

 

 

 

近年、トラウマとなる出来事や小児期逆境体験が、慢性的な身体疾患や精神健康上の問題を引き起こし

ていることが注目されています。また、小児期のさまざまな逆境体験の重なりが、不信感や被拒絶感を 

強め、物質使用障害を深刻化させることが指摘されています。 

今回は、兵庫県こころのケアセンター 副センター長兼研究部長である亀岡智美氏を迎え、トラウマ 

インフォームドケアや小児期逆境体験についてお話いただき、依存症の方への支援について考えます。 

 

 日時 令和５年１０月１7 日（火） 

１４時００分～１６時３０分（開場：13 時 30 分） 

会場 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛 801 会議室 

     （ 和歌山市手平２丁目１－２ ） 

対象 保健福祉、医療、行政等で相談支援に携わる方 

定員 ４０名（先着順） 

申込  １０月５日（木）までに電話または FAX で申し込みください 

【申込先】 和歌山県精神保健福祉センター（和歌山市手平２丁目１－２） 
           （ＴＥＬ）０７３－４３５－５１９４  （ＦＡＸ）０７３－４３５－５１９３  

※ ＦＡＸの場合には、裏面をご利用ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県こころのケアセンター副センター長兼研究部長。日本精神神経学会専門医、子どものこころ専門医。 

和歌山県立医科大学卒業。大阪府立病院を経て、大阪府立中宮病院松心園（現大阪府精神医療センター）に

勤務。2001年より大阪府こころの健康総合センターに勤務。2012年度より現職。 

専門はトラウマ関連障害の臨床。著書は『実践トラウマインフォームドケア』『子ども虐待とトラウマケア―

再トラウマ化を防ぐトラウマインフォームドケア』など多数出版されている。また、『えがおをわすれたジェ

ーン』など子どものトラウマ治療のための絵本シリーズも出版されている。 

講師紹介 

講師               氏 

（兵庫県こころのケアセンター 副センター長兼研究部長） 

 

亀岡 智美   
「トラウマインフォームドケア」

和歌山県精神保健福祉センター 精神保健福祉職員専門研修  

https://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2017/06/fukidasi-9984-01.png


申し込み締め切り：令和５年１０月５日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                                 

精神保健福祉センター研修会 申込書 送信票不要 

和歌山県精神保健福祉センター あて  

   ＦＡＸ ０７３－４３５－５１９３ 

研修：

日時：令和５年１０月１７日（火）１４：００～１６：３０ 

  お名前 
職種 

資格等 
所属機関名 連絡先（電話番号） 
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►►►当日のプログラム 

14:00～挨拶 

14:05～15:45講演 

      「トラウマインフォームドケア」 

～依存症とトラウマ～ 

 兵庫県こころのケアセンター  亀岡 智美 先生 

15:45～16:00休憩 

16:00～16:20 県立こころの医療センターの取組紹介 

16:20～16:30 質疑応答 


